
目的
持続可能な漁業行うために, 生息環境の変動や水
産資源に関する資源状況および生態の基礎的調査を
行う.

方法
調査対象魚種は, マイワシ, カタクチイワシ, ウ
ルメイワシ, マサバ, マアジ, ブリ, スルメイカ,
及びケンサキイカである.
また, 調査項目は, 以下のとおりである.

１) 調査対象魚種の銘柄別水揚状況のとりまとめ
主要港及び全県の水揚量を漁業種類別・銘柄別に
集計した. 調査対象魚種について体長・体重・生殖
腺重量等を測定した.

２) 卵・稚仔調査
稚沿岸二－２線 (前章図３) で４月と５月に, 稚
沖合二－２線 (前章図４) で３月と６月に海洋観測
時にノルパックネットを用いて水深����深からの
鉛直曳きにより卵・稚仔の採集を行った.

３) スルメイカ漁場一斉調査
島根県沖に設定された, す－１線 (海洋環境変動
調査の図５参照) で自動イカ釣機による釣獲試験と���観測を実施した.
４) スルメイカ新規加入量調査
スルメイカの資源評価をするため表層トロール網
による試験操業を４月に実施し, 対象種の発育段階
別の分布量を把握した.

結果
１) 水揚状況
境港におけるまき網漁業の月別魚種別漁船規模別
水揚量を表１に, まき網水揚総量の年変化を図１に,
マアジ, マサバ, マイワシ, カタクチイワシ, ウル
メイワシ及びブリの水揚量の年変化を図２～７に示
した. ����年の生物測定結果に基づくマアジ, マサ
バ, マイワシ, カタクチイワシ, ウルメイワシの体
長組成を図８～��に示した.

����年のまき網漁業総水揚量は, 約������トンと����年より約７千トン上回ったが, 依然低水準となっ
ている.
マアジの水揚量は������トンで, １月と��～��月

に�����トン以上漁獲された. 漁獲の主体は周年漁
獲される１歳魚と６月以降漁獲される当歳魚で, ４
月や��月には２歳魚以上の高齢魚も漁獲された.
マサバの水揚量は������トンで１月と��～��月に�����トン以上漁獲された. マサバの水揚げの主体

は�歳魚以下の若齢魚であった.
マイワシの水揚量は�����トンで, 依然低水準の

ままである. ただし, 全く水揚の無かった����年や����年と比べ, ����年から産卵期である春季にウル
メイワシに混じって漁獲されるようになった. ����
年は５, ６, ９, ��, ��月に���トン以上漁獲され
たが, その他の月では���トンを下回るかほとんど
漁獲されなかった. ��月は��㎝程度の中羽が漁獲さ
れたが, その他の月では小羽が漁獲された.
カタクチイワシの水揚量は������トンだった. ４,
５月の水揚量は約３千トンと春季の産卵群の水揚げ
が多い一方で秋季にはほとんど水揚げがなかった.
ウルメイワシは����年以降水揚げは減少傾向にあ
り, ����年の水揚量は約�����トンだった.
ブリの����年の水揚量は�����トンで��～��月が

主漁期となった. 漁獲の主体はハマチやマルゴと呼
称される若齢魚だった.
スルメイカの境港における漁船規模別月別銘柄別
水揚量を表２に, 漁期年度別水揚箱数を図��に, 体
長組成を図��に示した. 境港沖合スルメイカの����
年 (１～��月) の水揚量は生鮮・冷凍合わせて約�����トンだった. そのうち小型船 (��トン以上��
トン未満) の水揚量は�����トンで全漁獲量の��％
を占めているが, 年間漁獲量は�����トンで, 前年
比���％と前年を上回った. 今年の特徴として南下
期 (９月～２月) の漁獲量が�������箱と過去��年
間で最も少なかったことである. この原因として秋
産まれ群の資源量が減少したことと, 日本海北部や
北海道周辺で水温が高く南下回遊が遅れたことが一
因であると考えられる.
スルメイカ北上期２～５月の外套背長モードは��
～��㎝だった. 南下期��～��月の外套背長モードは,
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��㎝だった.
２) 卵稚仔調査
３, ４, ６月のノルパックネットによる卵稚仔採
集調査の結果を表３に示した. ５月は竹島問題等に
よって欠測となった. さらにマイワシとカタクチイ
ワシの卵・稚仔の年別出現状況を図��, ��に示した.
・マイワシの卵および稚仔は����年代前半をピー
クに減少し, ����年代は全く採集されていない. カ
タクチイワシの卵及び稚仔は����年以降増減を繰り
返しおり, ����年の採集量は５月に調査を行わなかっ
たことも影響していると考えられるが, ����年より
少なかった.

３) スルメイカ釣獲調査
調査位置および調査結果を表４に示した.
スルメイカ漁場一斉調査は全５定点で調査を実施
した. 操業終了後ただちに結果を取りまとめ, 船上
から試験場を経由し業界に連絡した.
漁場一斉調査では, ����は���～����の範囲にあ

り, 平均����は����と前年と同程度であった. 外
套背長範囲は, 沿岸部では��～��㎝, 沖合部では��
～��㎝の範囲にあり, 沖合で大型, 沿岸で小型個体
が分布する傾向が見られた.
本年もスルメイカの移動生態を把握するため合計�����尾の標識放流を実施した. 再捕報告について
は日本海区水産研究所によってとりまとめられる.

４) スルメイカ新規加入量調査
調査結果の概要を表５に示した. ６点中５点で採
集された. 本県以外に石川県, 新潟県, 日本海区水
産研究所が同様の調査を行い, 日本海区水産研究所
がこれらの結果をとりまとめ, 漁況予報と資源評価
のための資料に使用された.
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表１ 2006年の境港におけるまき網月別魚種別漁船規模別水揚量
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図１ まき網水揚量の変化 図２ マアジ水揚量の変化

図３ マサバ水揚量の変化 図４ マイワシ水揚量の変化

図５ カタクチイワシ水揚量の変化 図６ ウルメイワシ水揚量の変化

図７ ブリ水揚量の変化



－��－図８ 2006年のマアジ月別体長組成



－��－図９ 2006年のマサバ月別体長組成
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図10 2006年のマイワシ月別体長組成



－��－

図11 2006年のカタクチイワシ月別体長組成
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図12 2006年のウルメイワシ月別体長組成
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表２－１ 小型イカ釣船(10-30トン)による境港スルメイカ月別・銘柄別水揚量

表２－２ 中型イカ釣船(30-138トン)による境港スルメイカ(生鮮)月別・銘柄別水揚量

表２－３ 中型イカ釣船(30-138トン)による境港スルメイカ(冷凍)月別・銘柄別水揚

図13 スルメイカ漁期年度別水揚箱数(小型＋中型生鮮)



－��－図14 境港に水揚げされたスルメイカの月別外套背長組成
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図15 春期３～５月ノルパックネットによるマイワシ卵稚仔出現点当たりの出現数

図16 春期３～５月ノルパックネットによるカタクチイワシ卵稚仔出現点当たりの出現数
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表４ スルメイカ釣獲試験結果の概要
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表５ 2006年４月 スルメイカ新規加入量調査結果




